
保 育 を 取 り 巻 く 状 況 に つ い て

少子化により就学前児童数は減少傾向にありますが、保育
所等の申込数は、女性（25～44歳）の就業率の上昇に伴い、
上昇傾向にあります。
0～5歳人口並びに女性の就業率及び保育所利用率の上昇を
踏まえた厚生労働省の推計によると、保育所の利用児童数
のピークは令和7年となると見込まれています。

1、2歳児の保育所等の利用率が増加傾向にある中、25～44
歳の女性の就業率についても年々増加傾向にあります。
25～44歳の女性の就業率は、第2期まち・ひと・しごと創
生総合戦略において、令和７（2025）年に82％との目標が
掲げられており、また、「労働力需給推計」（労働政策研
究・研修機構）においては、2040年までに87.2％まで伸び
ると推計されています。

◆保育所等の利用率と女性就業率（25～44歳）の推移

女性の就業率と

1・2歳児保育利用率には正の相関がある

◆保育所利用児童数の今後の見込み（厚生労働省資料）

保育所利用児童数は令和7年度がピーク
令和８年度以降は横ばい～減少見込み
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